
【季語 写真資料】

・（ ）に季節を書き入れる前に、まずは季語と季節をよく覚え、口頭でテストをしてみよう。

【植物】

◆桜（ ） ◆朝顔（ ） ◆コスモス（ ）

・世の中は 三日見ぬ間に 桜かな（大島蓼太）

・朝顔に つるべ取られて もらひ水（加賀千代女）

・コスモスを 離れし蝶に 谿深し（水原秋桜子）
はな ちよう たに

◆水仙（ ） ◆すすき（ ） ◆梅（ ）
すいせん うめ

・その匂ひ 桃より白し 水仙花（松尾芭蕉）
に お い か

・折りとりて はらりとおもき すすきかな（飯田蛇笏）
お

・梅一輪 一輪ほどの 暖かさ（服部嵐雪）

◆藤（ ） ◆桐一枚（ ）
ふじ き り ひ と は

・くたびれて 宿借るころや 藤の花（松尾芭蕉）

・桐一葉 日当たりながら 落ちにけり（高浜虚子）

◆ひまわり（ ） ◆ 椿 （ ） ◆山茶花（ ）
つばき さ ざ ん か

・向日葵の 眼は洞然と 西方に（川端茅舎）
ひ ま わ り め とうぜん さいほう

・赤い椿 白い椿と 落ちにけり（河東碧梧桐）

・山茶花を 雀のこぼす 日和かな（正岡子規）
ひ よ り

◆鶏頭（ ） ◆菜の花（ ） ◆たんぽぽ（ ）
けいとう な

・鶏頭の 十四五本も ありぬべし（正岡子規）

・菜の花や 月は東に 日は西に（与謝蕪村）

・蒲公英のかたさや 海の日も一輪（中村草田男）
た ん ぽ ぽ

◆彼岸花・曼珠沙華（ ） ◆青葉・若葉・新緑・万緑（ ）
ひがんばな まん じゆしやげ ばんりよく

・つき抜けて 天上の紺 曼珠沙華（山口誓子）
ぬ こん

・あらたふと 青葉若葉 日の光（松尾芭蕉）

・万緑の中や 吾子の歯生え初むる（中村草田男）
あ こ は そ



◆麦の秋・麦秋・麦秋（ ） ◆落ち葉（ ）
むぎ むぎあき ばくしゆう

・麦秋の 中なるが悲し 聖廃墟（水原秋桜子）
せいはいきよ

・たたずめば 落ち葉ささやく 日向かな（高浜虚子）
ひ な た

◆たけのこ（ ） ◆蜜柑（ ） ◆大根（ ）
み か ん

・京都より 筍 着きて 日は高し（高野素十）
たけのこ

・旅人の 蜜柑くひ行く 枯野かな（正岡子規）
か れ の

・大根引き 大根で道を 教へけり（小林一茶）
だ い こ

【生き物】

◆啄木鳥（ ） ◆鶴（ ） ◆ 雀 の子（ ）
き つ つ き つる すずめ

・啄木鳥や 落葉をいそぐ 牧の木々（水原秋桜子）
お ち ば まき

・吹きおこる 秋風鶴を 歩ましむ（石田波郷）

・雀の子 そこのけそこのけ お馬が通る（小林一茶）

◆ほととぎす（ ） ◆ 鶯 （ ） ◆雲雀（ ）
うぐいす ひ ば り

・目には青葉 山ほととぎす 初 鰹（山口素堂）
はつがつお

・鶯の 身をさかさまに 初音かな（宝井其角）
は つ ね

・雲雀より 空にやすらふ 峠かな（松尾芭蕉）
とうげ

◆つばめ・つばくろ・つばくらめ（ ） ◆鴨（ ）
かも

・初つばめ 父子に友の 来ている日（加藤楸邨）
お や こ

・春雨や 食われ残りの 鴨が鳴く（小林一茶）

◆ 蛙 ・かえる（ ） ◆青 蛙（ ） ◆鮎（ ）
かわず あおがえる

・古池や 蛙飛びこむ 水の音（松尾芭蕉）

・青蛙 おのれもペンキ ぬりたてか（芥川龍之介）

・鮎くれて よらで過ぎ行く 夜半の門（与謝蕪村）
よ わ

・若鮎の 二手になりて 上りけり（正岡子規）
わかあゆ ふ た て

※「若鮎」の場合、季節は（ ）



◆かぶと虫（ ） ◆きりぎりす（ ）

・ひっぱれる 糸まっすぐや かぶと虫（高野素十）
・きりぎりす 時を刻みて 限りなし（中村草田男）

きざ かぎ

【気象・天文・行事・生活】

◆天の川（ ） ◆名月（ ）

・荒海や 佐渡に横たふ 天の川（松尾芭蕉）
あらうみ さ ど よ こ と う

・名月を とってくれろと 泣く子かな（小林一茶）

◆七夕・星祭り（ ） ◆節分（ ）
たなばた せつぶん

･おもひ深し 人の立てたる 七夕に（山口青邨）

･節分の 宵の小門を くぐりけり（杉田久女）
よい こ も ん

◆雲の峰・入道雲（ ） ◆田植え（ ）
みね

・雲の峰 雷を封じて そびえけり（夏目漱石）
らい ふう

・しなのぢや 山の上にも 田植笠（小林一茶）
た う え が さ

◆茶摘み（ ） ◆稲刈り( )
ち や つ い ね か

・うら若き 声のみ多き 茶摘みかな(正岡子規)

・見下せば 里は稲刈る 日和かな（正岡子規）
み お ろ ひ よ り

◆鯉のぼり（ ）
こい

・矢車に 朝風強き 幟 かな（内藤鳴雪） （改訂：令和7年/2025年4月16日）
やぐるま のぼり

■答え：

・桜（春） ・朝顔（秋） ・コスモス（秋） ・水仙（冬）

・梅（春） ・藤の花（春） ・桐一葉（秋） ・ひまわり

（夏） ・椿（春） ・山茶花（冬） ・鶏頭（秋） ・菜の

花（春） ・たんぽぽ（春） ・彼岸花/曼珠沙華（秋）

・青葉・若葉・新緑・万緑（夏） ・麦の秋（夏） ・落

ち葉（冬） ・たけのこ（夏） ・蜜柑（冬） ・大根（冬）

・きつつき（秋） ・鶴（冬） ・雀の子（春） ・ほととぎ

す（夏） ・うぐいす（春） ・ひばり（春） ・つばめ

（春） ・鴨（冬） ・蛙（春） ・青蛙（夏） ・鮎（夏）

※若鮎（春） ・かぶと虫（夏） ・きりぎりす（秋）

・天の川（秋） ・名月（秋） ・七夕（秋） ・節分（冬）

・雲の峰（夏） ・田植え（春） ・茶摘み（春） ・稲刈

り（秋） ・鯉のぼり（夏）


